
治
二
十
五
年
四
月
）
に
は
上
位
得
点
者
が
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に

記
す
。西洋
＿
音
楽
家

三
百

0
七

点

小

説
家
幸
田

露

伴

令

妹

幸

田

延

子

二
百
八
十
八
点
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
兼
東
京
昔
架
學
校
教
授
瓜
生
繁
子

百

0
四

点

東

京

―

音

楽

學

校

教

師

遠

山

甲

子

日
本
＿
音
楽
家

九
十
五
点

麹
町
匿
富
士

見

町

長

原

梅

園

五

十

八

点

高

嶺
秀
夫
夫
人

高

嶺

専
子

三

十

二

点

改

進
新
聞

社

主

寺

家

村

逸

雅

夫

人

寺

家

村

愛

子

舞
踏
家

五

十

点

海

軍
々
医
純
監
高
木
兼
寛
夫
人

高

木

富
子

三

十

七

点

衆

議

院

末

松

謙

澄

夫

人

末

松

生

子

ま
も
な
く
瓜
生
繁
は
家
庭
夫
人
と
な
り
、
ピ
ア
ノ
の
個
人
教
授
で
子
弟
を
育
て
た
。

晩
年
は
瓜
生
海
軍
大
将
夫
人
と
し
て
多
忙
な
生
涯
を
送
っ
た
。
昭
和
三
年
十
一
月
＝
―
―

日
没
す
。

奥
山
朝
恭
（
お
く
や
ま
と
も
や
す
）

東
京
府
士
族

履
歴
（
要
約
）

安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
八
月
六
日
生
。

明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
十
二
月
七
日
海
軍
水
兵
本
部
よ
り
五
等
鼓
手
申
し
付
け
ら
れ

る
。
同
日
砲
兵
隊
附
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
三
月
十
一
日
三
番
小
隊
附
申
し
付
け
ら
れ
る
。
六
月
五
日
四
等

鼓
手
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
九
年
(
-
八
七
六
）
二
月
十
五
日
三
等
鼓
手
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
二
月
十
四
日
東
海
鎮
守
府
よ
り
三
等
水
兵
申
し
付
け
ら
れ
、
軍

楽
隊
専
務
と
な
る
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
十
二
月
二
十
七
日
楽
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
五
月
二
十
日
海
軍
省
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
六
年
(
-
八
八
三
）
五
月
五
日
音
楽
取
調
掛
に
雇
い
上
げ
小
使
取
締
を
申
し
付
け

ら
れ
る
。
日
給
金
爪
拾
爪
錢
゜

同
年
十
二
月
一
日
願
い
に
よ
り
退
職
、
同
日
寓
字
生
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。
〔
俗
曲
改
良

の
仕
事
を
分
担
、
等
曲
や
長
唄
の
採
譜
を
行
っ
た
。〕

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
＋
一
月
一
日
再
び
雇
と
な
り
嘗
直
員
を
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
二
月
四
日
生
徒
取
締
に
転
ず
る
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
七
月
二
十
七
日
取
調
掛
兼
庶
務
掛
生
徒
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月
二
十
一
日
、
三
た
び
雇
と
な
り
宿
直
員
を
申
し
付
け
ら

れ
る
。こ
の
間
奥
山
は
音
楽
取
調
掛
に
所
属
し
て
い

る
身
分
を
活
用
し
て
、
音
楽
教
員
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
力
を
養
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
十
年
(
-
八
八
七
）

七
月
八
日
、
彼
は
音
楽
科
の
教
員
免
許
を
取
得
し
た
。
そ
し
て
一
カ
月
後
の
八
月
二

日
付
で
兵
庫
県
尋
常
師
範
学
校
に
助
教
諭
と
し
て
赴
任
し
た
。
し
た
が
っ
て
音
楽
取

調
掛
は
こ
の
時
点
で
退
職
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
(
-
九

0
六）

彼
は
教
員
生
活
を
や
め
、
全
<
-
新
し
て
岡
山
市
内
に
西
洋
料
理
店
を
開
き
後
半
生

を
送
っ
た
（
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』
昭
和
五
十
一
年
〔
一
九
七
六
〕
、
二

0
一
頁
）
。
昭
和

十
八
年
四
月
九
日
没
。
有
名
な
唱
歌
〈
湊
川
〉
へ
青
葉
し
げ
れ
る
櫻
井
の
（
明
治
三

十
二
年
六
月
）
は
彼
の
作
曲
で
あ
る
。

宮
内
省
式
部
寮
雅
楽
課
伶
人

音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
伶
人
た
ち
の
足
跡
は
今
日
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
田
中

(
l
)
 

康
子
氏
が
彼
女
の
論
文
で
「
彼
ら
は
海
軍
々
楽
隊
を
先
行
者
と
し
て
西
洋
音
楽
の
伝

習
を
開
始
し
、
中
心
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
参
画
し
た
音
楽
取
調
掛
で
は
逆
に
自
ら
が

先
行
者
の
役
割
を
担
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
澤
修
二
を
主
軸
と
し
た
音

楽
取
調
掛
の
事
業
は
、
彼
ら
な
く
し
て
成
し
得
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
雅
楽
部
の
伶
人
が
西
洋
音
楽
を
習
得
は
じ
め
た
の
は
明
治
七
年
で
、
明
治
新
政

府
の
国
際
化
に
伴
い
宮
中
で
の
西
洋
音
楽
の
需
要
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

田
中
氏
の
論
文
を
か
り
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
宮
中
で
西
洋
音
楽
の
奏
楽
が
必
要
と
な

る
と
、
軍
楽
隊
が
宮
中
に
上
が
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
当
時
、
国
内
で
西
洋
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音
楽
の
演
奏
で
き
る
団
体
は
陸
海
軍
の
軍
楽
隊
だ
け
で
あ
っ
た
。
宮
中
に
専
属
楽
団

の
必
要
を
認
識
し
た
当
局
は
、
低
経
費
で
実
施
す
る
方
策
と
し
て
同
じ
楽
人
で
あ
る

伶
人
に
西
洋
音
楽
の
習
得
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
宮
内
庁
楽
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

『
御
沙
汰
留
』
に
は
明
治
七
年
八
月
十
九
日
付
で
式
部
寮
か
ら
太
政
官
宛
に
提
出
さ

れ
た
次
の
よ
う
な
伺
い
文
が
あ
る
。

従
前
伶
人
奏
ス
ル
所
ノ
楽
ハ
本
邦
固
有
ノ
架
ハ
勿
論
或
ハ
唐
高
麗
百
済
等
諸

邦
ノ
柴
モ
亦
コ
レ
ア
リ
如
此
他
國
ノ
架
相
偉
リ
シ
モ
自
ラ
時
勢
ノ
変
遷
二
因
リ

テ
人
情
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
卜
相
考
候
今
ヤ
欧
洲
諸
邦
ノ
架
相
開
ケ
陸
海
軍
ハ
勿

論
儀
式
内
燕
等
ノ
節
二
御
採
用
有
之
時
二
営
テ
伶
人
之
ヲ
知

ル
時
ハ
其
用
博
ク

其
職
鉄
事
ナ
ク
便
宜
卜
存
候
因
テ
自
今
伶
人
伶
員

二
命
シ
厭
洲
ノ
架
博
習
為
致

度
就
テ
ハ
教
師
ハ
嘗
分
ノ
内
海
軍
省
二
就
キ
學
ハ
シ
メ
候
得
ハ
格
別
御
入
費
モ

不
相
嵩
卜
存
候
因
テ
海
軍
省
打
合
回
答
相
副
此
段
高
裁
候
也

欧
州
楽
伝
習
許
可
の
達
し
は
十
二
月
十
四
日
に
下
り
て
、
年
齢
四
十
歳
以
下
、
十

五
歳
以
上
の
伶
人
一
二
十
五
名
が
海
軍
省
楽
隊
に

つ
き
伝
習
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
海

軍
省
と
式
部
寮
と
の
共
同
で
雇
い
上
げ
た
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ェ
ン
ト
ン

（月
給
二
五

0
円
）
の
指
導
を

一
年
間
受
け
た
伶
人
た
ち
は
明
治
九
年
十

一
月
三
日

（
太
陽
暦）
、
天
長
節
宴
会
に
最
初
の
奏
楽
を
行
っ
て
い
る
。

曲

目

君
が
代
（
出
御
の
楽
）

グ
ラ
ン
ド
・
マ
ル
チ

グ
ラ
ン
ド
ネ
ー
シ
ョ
ナ
ル
マ
ル
チ

ビ
ュ
ウ
ー
テ
フ
ル
フ
ロ
ラ
ル

〈美
花〉

ク
イ
キ
マ
ル
チ

御
民
わ
れ
（
入
御
の
楽
）

演
奏
者

辻
則
承
b
フ
ラ
ッ
ト
コ
ル
ネ
ッ
ト

多
忠
孝
b
フ
ラ
ッ
ト
バ
リ
ト
ン

奥
好
義

e
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ッ
コ
ロ

多
久
随

e
フ
ラ
ッ
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

東
儀
彰
質
b
フ
ラ
ッ
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

山
井
基
萬

e
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ン
バ
ル
ト
ン

芝
葛
鎮

g
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ト
ロ
ム
ボ
ー
ン

上
員
行
b
フ
ラ

ッ
ト

テ

ノ

ー

ル

ト

ロ

ム

ボ

ー

ン

（

『

御
沙
汰
留
』
）

こ
の
の
ち
天
長
節
に
は
欧
州
楽
を
奏
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
り
、
マ
ー
チ
や
ワ
ル

ツ
が
賑
々

し
く
奏
さ
れ
た
。
吹
奏
楽
か
ら
入

っ
た
伶
人
の
西
洋
音
楽
の
習
得
は
次
に

(
2
)
 

ピ
ア
ノ
ヘ
及
び
明
治
十
二
年
三
月
四
日
付
で
一

等
伶
人
芝
葛
鎮
、
二
等
伶
人
東
儀
季

芳
、
四
等
伶
人
奥
好
義
、
御
用
掛
小
篠
秀
一
に
ピ
ア
ノ
を
習
得
さ
せ
た
い
旨
伺
い
が

出
さ
れ
た
。

明
治
十
二
年
三
月
十
四
日

一
等
伶
人

芝

葛
鎮

二
等
伶
人

東
儀
季
芳

四
等
伶
人

奥

好

義

雅

楽

課

庶

務

課

先
年
来
伶
人

へ
欧
洲
楽
博
習
被
命
一
同
勉
強
罷
在
候
ト
コ
ロ
元
来
欧
架
音
律

之
調
査
新
曲
撰
譜
等

二
於
テ
ハ
洋
琴
相
學
ヒ
不
申
候
而
者
精
密
之
調
難
出
来
候

然
ル
ニ
幼
稚
園
保
拇
松
野
ク
ラ
ヽ
儀
者
填
國
人
ニ
テ
該
洋
琴
練
熟
之
趣
二
候
虞

幸
幼
稚
園
唱
歌
博
習
之
因
モ
有
之
二
付
同
人
ヨ
リ
伶
人
へ
相
博
候
様
仕
度
依
之

前
同
人
ヨ
リ
内
議
候
慮
授
業
人
四
人
ニ
テ
壱
ヶ
月
拾
ケ
度
毎
度

一
時
間
之
教
授

被
相
定
月
謝
金
戴
拾
円
ヲ
以
相
俸
可
致
之
趣
二
付
左
之
四
名
へ
偉
習
被
命
候
様

仕
度
此
段
奉
伺
候
也
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宮
内
卿
徳
大
寺
賓
則
殿

こ
の
よ
う
に
か
な
り
高
度
の
洋
楽
の
基
礎
を
習
得
し
て
、
明
治
十
三
年
十
月
、
音

楽
取
調
掛
の
最
初
の
入
学
者
二
十
二
名
に
混
じ
っ
て
八
名
の
伶
人
が
伝
習
生
と
な
っ

た
。
そ
の
八
名
は
奥
好
義
、
安
倍
季
功
、
辻
則
承
、
林
廣
磁
、
上
員
行
、
小
篠
秀

一、

多
久
随
、
山
登
松
齢
で
、
彼
ら
は
メ
ー
ソ
ン
か
ら
ピ
ア
ノ
・

唱
歌
は
も
と
よ
り
、
和

声
の
特
別
講
義
と
管
弦
楽
の
指
導
を
受
け
た
。
メ
ー
ソ
ン

は
伶
人
た
ち
の
す
る
ど
い

感
覚
と
吸
収
力
に
驚
き
「
い
ち
じ
る
し
い
進
歩
で
管
絃
楽
を
奏
す
る
こ
と
の
出
来
た

の
は
実
に
雅
楽
課
の
伶
人
た
ち
で
あ
っ
た
」
と
賞
賛
し
て
い
る
（
四
十
二
頁
参
照
）
。

そ
の
力
量
が
う
か
が
え
る
演
奏
会
を
一

っ
紹
介
し
よ
う
。
明
治
十
四
年
七
月
九
日
の

官
中
御
陪
食
の
奏
楽
で
あ
る
。

曲

目

雨
露
に

〔『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
、
原
曲
は
シ
シ
リ
ー
島
の
民
謡
〕

ナ
イ
ト
・
ソ
ン
グ

冨
士
山
〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕

エ
ル
フ
ィ
ン
ワ
ル
ツ

螢

〔螢
の
光
、
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
〕

ヘ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ヤ

演
奏
者

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
1
1
多
久
随
、
芝
誌
夏

ヴ
ィ
オ
ラ
1
1
辻
則
承

フ
リ
ュ
ー
ト
1
1
奥
好
義

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
1
1
東
儀
彰
質

チ
ェ
ロ
1
1
上
員
行

ベ
ー
ス
1
1
山
井
基
萬

唱
歌
1
1
芝
葛
鎮
、
多
忠
廉
、
小
篠
秀

一

御
用
掛

（『御
沙
汰
留』
）

（『
御
沙
汰
留
』
）

小
篠
秀

御
陪
食
演
奏
は
雅
楽
と
洋
楽
が
交
互
に
奏
さ
れ
る
の
が
常
と
な
り
、
こ

の
し
き
た

り
は
現
在
に

つ
づ
い
て
い
る
。
だ
が
今
日
で
は
お
料
理
が
和
食
の
場
合
は
雅
楽
、
洋

食
の
場
合
は
洋
楽
を
奏
す
る
。

こ
の
伶
人
た
ち
は
半
年
間
音
楽
取
調
掛
で
伝
習
を
受
け
た
の
ち
、
助
教
と
な
っ

て

教
壇
に
立
ち
、
ピ

ア
ノ

・
唱
歌

・
聴
音
法

・
和
声
学
の
教
授
に
当
っ
た
。
雅
楽
課
か

ら
は
明
治
十
四
年
二
月
十
七
日
付
で
次
の
よ
う
な
復
命
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

三
等
伶
人
上
箕
行
、
同
東
儀
彰
質
、

四
等
伶
人
奥
好
義
、
五
等
伶
人
辻
則
承

等
此
度
音
架
取
調
掛
文
部
省
御
用
掛
兼
務
被
申
付
候

二
付

テ
ハ
営
稽
古
所
出
仕

其
他
諸
参
勤
左
之
通
相
心
得
サ
セ
可
然
哉
此
段
相
伺
候
也

一、

稽
古
所
日
課
右
営
分
ノ
内
一
週
間
両
日
出
席

一
、
恒
例
臨
時
儀
式
祭
典

一、

稽
古
所
宿
直
右
順
番
ヲ
以
勤
仕

一
、
御
陪

食

一
、
他
所
出
張

一
、
諸
向
ョ
リ
依
頼
、
但
本
人
直
チ

ニ
依
頼
之
分
ハ
別
段
ノ
コ
ト
、
右
順
番

参
勤
ヲ
除
ク

（『
雅
架
録
』
明
治
十
四
年
）

伶
人
た
ち
は
音
楽
取
調
掛
の
み
な
ら
ず
東
京
師
範
学
校
、
同
女
子
師
範
学
校
お
よ

び
学
習
院
に
出
向
す
る
。
さ
ら
に
十
四
年
か
ら
は
音
楽
取
調
掛
の
幹
事
と
な

っ
た
芝

葛
鎮
と
と
も
に
伊
澤
修
二
を
助
け
、
小
学
唱
歌
集
の
作
曲
（
雅
楽
調
・
日
本
的
歌
調
）
、

選
曲
な
ら
び
に
音
律
研
究
（
日
本

・
西
洋
の
音
律
）
に
成
果
を
残
し
た
。
ま
た
メ
ー

ソ
ン
帰
国
後
は
メ
ー
ソ
ン
が
受
け
持
っ
て
い
た
各
所
の
ピ
ア
ノ
調
律
を
担
当
し
た
。

音
楽
取
調
掛
の
業
績
と
並
ん
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
伶
人
の
仕
事
に
、
雅
楽
調
で
作

曲
さ
れ
た
「
保
育
唱
歌
」
約
百
曲
の
編
成
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
年
に
東
京
女
子
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師
範
学
校
か
ら
依
頼
を
う
け
て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
出
久
雄
の
『
「
保
育
唱

歌
」
覺
え
書
』
（
『
東
亜
―
音
楽
論
叢
ー
田
邊
先
生
還
暦
紀
念
』
昭
和
十
八
年
）
中
に
記
さ
れ
て

い
る
保
育
唱
歌
の
墨
譜
の
序
文
を
み
る
と
、
そ
の
事
情
が
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
十
年
十
一
月
ヲ
起
源
ト
シ
テ
漸
次
撰
成
ス
ル
此
謁
曲
ハ
、
東
京
女
子
師

範
學
校
幼
稚
園
保
育
詞
謳
ノ
譜
ヲ
同
校
描
理
中
村
正
直
ョ
リ
式
部
寮
二
請
ヒ
、

寮
ヨ
リ
雅
楽
課
二
下
附
セ
ラ
レ
、
伶
人
ヲ
シ
テ
墨
譜
ヲ
撰
定
シ
、
寮
頭
ノ
調
査

ヲ
経
由
シ
テ
、
之
ヲ
該
校
保
拇
二
教
授
シ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
謳
ハ
シ
ム
所
ナ
リ
。

請
ハ
該
校
二
於
テ
西
洋
原
謳
ノ
意
味
ヲ
繹
シ
、
或
ハ
日
本
ノ
古
歌
ヲ
撰
抜
シ
テ

之
ヲ
用
ュ

。
〔
以
下
略
〕

唱
謳
ノ
奸
ハ
笏
拍
子
二
節
ヲ
拍
チ
、
琴
二

竪
ヲ
應
和
シ
テ
謳
フ
。
遊
戯
ノ
歌

ハ
笏
拍
子
ヲ
拍
チ
、
節
ヲ
左
右
ノ
歩
二
踏
ミ
テ
謳
フ

田
邊
尚
雄
氏
は
著
書
『
日
本
一
音
楽
講
話
』
（
改
訂
版
、
大
正
十
五
年
）
で
、
初
め
は

笏
拍
子
を
打
ち
、
伴
奏
に
笙
、
鍍
簗
、
笛
、
琵
琶
、
等
を
用
い
て
全
く
平
安
朝
式
で

あ
っ
た
が
、
後
に
は
純
学
校
用
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
の
み
に
し
て
し
ま
っ
た
と
記

述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
唱
歌
の
い
く
つ
か
は
音
楽
調
取
掛
の

『
小
學
唱
歌
集
』
や

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
保
育
唱
歌
は
平
安
朝
の
声
楽
と
西
洋
の

唱
歌
と
の
融
和
を
計
っ
て
作
ら
れ
た
は
じ
め
て
の
教
育
用
唱
歌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

音
楽
取
調
掛
の
唱
歌
作
成
に
先
行
す
る
事
業
と
し
て
わ
が
国
の
洋
楽
史
上
重
要
な
存

在
な
の
で
あ
る
。

(
1

)

「式
部
寮
伶
人
の
欧
州
楽
伝
習
」
『
雅
楽
界
』
第
五
九
号
、
一
―
六
i
l
―九
頁
。

(
2
)

右
に
同
じ。

）
の
序
文
に
つ
づ
い
て
伴
奏
楽
器
の
指
示
が
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
で
教
鞭
を
と
っ
た
伶
人
の
履
歴
書

（
要
約
）

芝

＿藤
原
朝
臣
一
葛
鎮
（
し
ば

ふ
じ
つ
ね
）

近
衛
将
監
兼
大
隅
守

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
正
月
二
十
八
日
生
。
麻
布
区
山
元
町
四
拾
六
番
地
。

明
治
二
年
(
-
八
六
七
）
七
月
二
十
七
日
百
官
受
領
被
陵
に
付
各
位
階
を
称
す
。
但
上

下
の
称
自
四
位
に
至
迄
被
陵
。

同
三
年
(
-
八
六
八
）
十
一
月
十
九
日
自
今
薔
官
人
元
諸
大
夫
侍
井
元
中
大
夫
等
位
階

総
て
被
陵
。
十
一
月
二
十
四
日
御
用
に
付
東
上
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
一
月
二
十
七

日
任
少
伶
人
。

同
四
年
(
-
八
七
一
）
六
月
六
日
叙
従
九
位
。
八
月
十
二
日
雅
架
長
助
櫂
助
被
腹
更
に

式
部
寮
へ
合
併
被
仰
付
。
八
月
二
十
三
日
任
中
伶
人
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
六
月
二
十
三
日
家
督
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）

三
月
十
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
参
向
井
京
都
雅
架
課
御
用
に
付
出

張
申
し
付
け
ら
れ
る
。
十
二
月
十
四
日
欧
洲
楽
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
七
月
二
十
三
日
東
京
府
士
族
附
替
願
之
通
聞
き
届
け
ら
れ
る
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
九
月
二
十
八
日
除
服
出
仕
申
し
付
け
ら
れ
る
。
式
部
寮
中
大
伶

人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
十
一
月
一
日
任
二
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
四
月
四
日
佛
國
博
究
會
出
品
楽
譜
書
露
申
し
付
け
ら
れ
る
。

七
月
二
日
佛
國
博
莞
會
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
勘
に
付
賞
興
金
七
円
下
賜
。
八
月

二
十
九
日
一

等
伶
人
以
下
被
陵
更
に
一
等
伶
人
以
下
被
置
。
同
日
任
一
等
伶
人
。
九

月
二
日
神
宮
神
嘗
祭
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
三
月
十
九
日
洋
琴
博
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
三
年
（
一
八
八

0
)
＋
月
十
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
務
申
し
付
け
ら
れ
る
。
音
楽

取
調
掛
可
相
勤
為
手
嘗
一
ヶ
月
金
拾
五
円
附
与
。

同
十
四
年
(
-
八
八
一
）
一
月
二
十
日
内
國
勘
業
博
究
會
審
査
官
申
し
付
け
ら
れ
る
。

九
月
二
日
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
勉
励
に
付
為
其
賞
銅
牌
壱
個
授
典
。
同
日
内
國
勘

業
博
覧
會
審
査
勉
勘
に
付
為
慰
榮
金
拾
五
円
給
典
。
九
月
十
四
日
今
後
一
ヶ
月
金
戴

拾
五
円
給
興
。
九
月
十
五
日
監
事
兼
取
調
掛
申
し
付
け
ら
れ
る
。
調
絃
法
の
授
業
を

担
当
。

東
京
府
士
族
、
旧
楽
人
、
従
五
位
下
左
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